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文／安藤邦廣、花田裕士
撮影／齋藤さだむ
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木曽ヒノキの大黒柱とクリ古材の美しい木曽ヒノキの大黒柱とクリ古材の美しい
鴨居で構成された吹抜け。冬は薪ストー鴨居で構成された吹抜け。冬は薪ストー
ブを囲む暮らし。ブを囲む暮らし。
左頁、上／２階階段ホールから広間を見左頁、上／２階階段ホールから広間を見
下ろす。南側の大きな開口部で日光を取下ろす。南側の大きな開口部で日光を取
り入れる。り入れる。
下／縁側からは遠く木曽の山が望める。下／縁側からは遠く木曽の山が望める。
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吹抜けの広間から続く食堂と台所は、落ち着ける空間。吹抜けの広間から続く食堂と台所は、落ち着ける空間。
左頁／骨太の板倉の空間に道具類が調和する。左頁／骨太の板倉の空間に道具類が調和する。
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取
材
・文
／
平
山
友
子
　
撮
影
／
齋
藤
さ
だ
む

上／有賀製材所のある伊那市西箕
輪は松本と飯田の中間に位置す
る。この地で昭和２年に創業した、
歴史ある製材所だ。
下／製材所のスタッフが勢揃い。
イランやインドネシア、ペナンと、
出身国も多彩なスタッフが専門性
の高い仕事に就いている
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下／家１棟分の木材を、状態を見ながら１本１
本台車で挽き、モルダー加工で仕上げる。昔な
がらの製材所は地域材活用の要だ。

上／製材所の内部。木材の乾燥は天然乾燥が基本。フローリングなどの人工乾燥はこ
だま建築舎（p14参照）に委託している。
下／伊那の山を望む製材所。丸太の６、７割は原木市場から仕入れ、３、４割は山か
ら直接買う。林業者から情報が入るのだという。

右頁
上／工務店から賃挽きを依頼されたカラマツの
丸太を３寸角の大引きに挽く。これだけの直径
の丸太だと、芯去り材が取れる。
下右／製材するのはイラン人のダリューシュさ
ん。一本一本異なる木目や、節の入り方に配慮
しながら、木の良さを引き出すように挽く。
下左／挽き終えた大引き。芯去り材はねじれが
少なく、強度が高い。カラマツはウッドショッ
ク以降、合板の需要が高まり価格が高騰した。
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伊
那
市
西
箕
輪
の
有
賀
製
材
所
は
、
工
務
店

か
ら
の
注
文
に
応
じ
た
製
品
を
販
売
す
る
だ
け

で
な
く
、
持
ち
込
ま
れ
た
丸
太
の
賃
挽
き
も
行

な
っ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
で
は
、
自
分
の
山
の

木
で
家
を
建
て
る
人
が
ま
だ
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

「
昔
は
ご
く
当
た
り
前
で
し
た
よ
ね
。
う
ち
み

た
い
に
小
さ
な
製
材
所
が
各
地
に
あ
っ
て
、
伊

那
で
も
地
域
の
木
を
製
材
し
て
地
元
で
使
っ
て

い
ま
し
た
」
と
、
代
表
取
締
役
の
有
賀
真
人
さ

ん
は
話
す
。
年
間
の
製
材
量
は
丸
太
で
１
５
０ 

０
㎥
ほ
ど
。
そ
の
う
ち
の
６
割
が
カ
ラ
マ
ツ
、

ア
カ
マ
ツ
、
ス
ギ
。
残
り
が
ヒ
ノ
キ
、
ク
リ
、

サ
ワ
ラ
と
広
葉
樹
だ
。
中
で
も
扱
い
量
が
多
い

の
が
カ
ラ
マ
ツ
と
ア
カ
マ
ツ
。
ち
ょ
う
ど
70
年

生
の
カ
ラ
マ
ツ
を
挽
い
て
大
引
き
に
す
る
と
こ

ろ
だ
と
い
う
。
直
径
30
㎝
は
下
ら
な
い
丸
太
を

台
車
に
乗
せ
、
３
寸
角
の
材
を
挽
く
。「
昔
は
、

カ
ラ
マ
ツ
は
ね
じ
れ
る
と
い
っ
て
馬
鹿
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
た
し
か
に
若
い
木
は
そ
う
で
す

が
、
大
径
木
に
な
る
と
本
当
に
お
と
な
し
く
な

り
ま
す
。
強
度
が
あ
る
の
で
横
架
材
に
適
し
て

い
ま
す
」。
有
賀
さ
ん
は
そ
う
言
い
な
が
ら
80

年
生
の
丸
太
か
ら
柾
目
取
り
し
た
板
材
を
取
り

出
す
。
樹
脂
が
多
い
木
な
の
で
、
木
目
が
は
っ

き
り
し
た
強
い
表
情
を
想
像
し
て
い
た
。
し
か

し
実
際
は
ス
ギ
の
よ
う
に
上
品
で
緻
密
な
木
目
。

し
か
も
つ
や
や
か
だ
。
一
方
、
ア
カ
マ
ツ
は
白

く
て
お
と
な
し
い
表
情
。
強
度
も
あ
る
の
で
、

有
賀
製
材
所
で
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
梁
に
加
工

す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
木
の
風
合
い
を

損
な
わ
な
い
よ
う
、
天
然
乾
燥
が
基
本
だ
。
羽

目
板
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
天
然
乾
燥
の
後
に
70

〜
80
℃
の
人
工
乾
燥
機
に
入
れ
て
い
る
。
最
初

か
ら
人
工
乾
燥
機
を
使
う
よ
り
も
色
艶
が
よ
く

仕
上
が
る
の
だ
そ
う
だ
。

有
賀
製
材
所
は
製
材
だ
け
で
な
く
、
建
築
の

設
計
施
工
も
手
が
け
る
。
小
回
り
の
効
く
地
域

の
製
材
所
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中
、
有
賀

製
材
所
が
存
続
し
て
い
る
の
は
建
築
部
門
を
擁

し
て
い
る
か
ら
だ
と
有
賀
さ
ん
は
言
う
。「
製

材
所
は
電
気
代
な
ど
月
々
の
固
定
費
や
機
械
の

維
持
に
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
林
業
界
や
大
規

模
な
製
材
所
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
が
入
り

ま
す
が
、
う
ち
の
よ
う
に
小
さ
な
製
材
工
場
は

自
助
努
力
で
や
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
ど
れ
だ
け
木
が
あ
っ
て
も
、
製
材
所
が

な
け
れ
ば
流
通
し
な
く
な
り
ま
す
。
何
と
か
踏

ん
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
も

ち
ろ
ん
、
自
社
で
請
け
負
っ
た
建
築
の
木
材
は

す
べ
て
自
社
で
誂
え
る
。

板
倉
構
法
の
住
宅
は
35
年
程
前
か
ら
手
が
け

て
い
る
。
伊
那
で
は
昔
か
ら
ク
リ
材
の
板
倉
が

建
て
ら
れ
て
い
た
。
有
賀
製
材
所
で
も
手
が
け

る
こ
と
が
あ
り
、
技
法
は
習
得
し
て
い
た
。

「
当
時
は
好
景
気
で
、
黙
っ
て
い
て
も
仕
事
が

入
り
ま
し
た
。
僕
が
子
ど
も
の
頃
の
話
で
す
。

う
ち
で
も
米
マ
ツ
や
ソ
連
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
外

材
を
挽
い
て
い
て
、
ト
レ
ー
ラ
ー
で
届
い
た
丸

太
が
山
の
よ
う
に
土
場
に
積
み
上
が
っ
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
地
元
に
こ
れ
だ

け
木
が
あ
る
の
に
外
国
の
木
を
使
う
こ
と
に
両

親
は
違
和
感
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
」。
近

右上／代表取締役の有賀真人さん。1998年から有賀製材所の
設計士として働き始め、父の後を継いで会社を率いるように
なった。
右下／貯木場。「丸太から製材していると、これを隠してしま
うのはもったいない。できれば無垢のままで使ってほしいと強
く思います」。
左上／挽いた板は半年から１年くらい天然乾燥する。
左下／切端（せっぱ）も貴重な燃料。薪にして販売している。
大鋸粉（おがこ）は畜産業者が引き取っていく。１本の丸太を
余すところなく使い尽くす。
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左頁
右上下／ペチカの裏側は寝室。ワンルームの室内の間仕
切りの役割も果たしている。仕切りがない家の中は、ど
こにいても一定の暖かさ。ヒートショックの心配がない。
外は氷点下でも、朝に焚いた余熱で夕方まで室内温度は
20℃を下らないという。夜間も夕方焚いた余熱で朝ま
で暖かい。この家では掛け布団が不要になった。
左上／「丸窓がどこかにほしかった」という建主の希望
で玄関に開けた。遠くの山を望むピクチャーウィンドウ
となった。
左下／作業しながら眺望を楽しめるキッチン。この家の
設計はほぼ建主の要望通りに。ペチカの位置なども建主
が決めた。

有賀製材所が設計施工した住宅。もっともコンパクトな
サイズのペチカを設置した。これだけで35坪の家の暖
房をすべてまかなう。
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